
解

説

細
田

和
江

本
作
の
作
者
ア
ル
モ
グ
・
ベ

ハ
ル

(注
ヨ
ロ
岡
国
岳
民
一
九
七
八

|
)
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
都
市
ネ

タ
二
ヤ
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
人
詩

人
・
作
家
で
あ
る
。
ヘ
ブ
ラ
イ

大
学
で
哲
学
を
修
め
た
後
、
二

O
一
五
年
に
は
テ
ル
ア

ビ
ブ
大
学
で
博
士
号

(文
学
)
を
取
得
し
て
い
る
。
現

在
は
詩
人
・
作
家
で
あ
る
と
同
時
に
ヴ
ア
ン

・
リ
ー
ル

研
究
所
の
研
究
員
な
ど
ア
ラ
ブ
文
学
の
研
究
者
と
し
て

も
活
動
、
ま
た
、
い
く
つ
か
の
大
学
で
教
鞭
も
と
っ
て

い
る
。

ベ
ハ
ル
の
育
っ
た
家
庭
環
境
は
、
他
の
イ
ス
ラ
エ
ル

の
ユ
ダ
ヤ
人
同
様
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
背
景
に
彩
ら
れ

て
い
る
。
彼
自
身
は
イ
ス
ラ
エ
ル
生
ま
れ
で
あ
る
が
、

父
親
は
ド
イ
ツ
系
と
ト
ル
コ
系
の
出
自
、
母
親
は
イ
ラ

ク
系
で
、
と
も
に
子
供
の
こ
ろ
に
イ
ス
ラ
エ
ル
ヘ
移
民

し
て
い
る
。
父
方
の
祖
父
は
、
イ
ス
タ
ン
プ
ル
か
ら
移

民
し
た
ト
ル
コ
系
ユ
ダ
ヤ
人
と
ド
イ
ツ
系
ユ
ダ
ヤ
人
の

子
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
で
生
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
祖
父

は
ナ
チ
ス
の
台
頭
か
ら
逃
れ
、
デ
ン
マ
ー
ク
経
由
で
イ

ス
ラ
エ
ル
ヘ
移
民
し
た
が
、
閃
親
の
な
か
に
は
ホ
口
コ

ー
ス
ト
で
命
を
落
と
し
た
者
も
い
た
。
父
の
家
庭
内
で

は
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ラ
デ
イ
|
/
方
言

(卜

ル
コ
系
ユ
ダ
ヤ
人
が
日
常
的
に
用
い
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
・

ス
ペ
イ
ン
語
)
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

本
作
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ベ
ハ
ル
は
も
と
も
と
詩
人
と

し
て
作
家
活
動
を
は
じ
め
て
い
る
。
す
で
に
、
詩
集

三
編

『井
戸
の
乾
き
』

(U
5
6
=
Z
6
5・〉ヨ
O
〈丘

二
O
O
八
年
)、
『
舌
か
ら
引
く
糸
』
(Z
E
ヨ

gzz

ヨ
E
E--E
20コ・〉
ヨ

o
g
p
二
O
O九
年
)『
囚
人
に
捧

げ
る
詩
』
(回
F
E
S
E
-
d
E
Z
E
Z
'
g
g『一)
を
出
版
、

二
O
一
O
年
に
は
初
の
長
編
『
ラ
ヘ
ル
と
工
ゼ
キ
エ
ル
』

(d-与一印
2
5
・2
伺

N
r
白一六
2
2
)
を
上
梓
し
た
。
詩
で
ベ

ル
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
賞
を
、
小
説
で
首
相
貰
を
受
賞
す
る

な
ど
そ
の
作
品
の
評
価
は
高
く
、
有
望
な
若
手
作
家
と

し
て
そ
の
地
位
を
築
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ラ
ブ
文

学
の
研
究
者
と
し
て
マ
フ
ム
ー
ド

・
ダ
ル
ウ
イ
|
シ
ユ

の
詩
に
関
す
る
論
考
な
ど
も
あ
り
、
活
躍
の
場
は
多
方

面
に
渡
っ
て
い
る
。

著
作
以
外
に
も
、
ベ
ハ
ル
は
、
二

O
一
四
年
に

『
2
』

(宮
内
同
国
)
き

¥
】
手
品
P
穴

n
S)
と
い
う
ア
ラ
ビ
ア
語
と

ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
短
編
集
の
編
者
と
し
て

も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
い
て
、
二
言

語
が
併
記
さ
れ
た
書
籍
は
こ
れ
ま
で
も
い
く
つ
か
出
版

さ
れ
て
き
た
。

一
九
八
0
年
代
に
出
版
さ
れ
て
い
た
文

芸
雑
誌

『出
会
い
』
(豆
長
田
印て

「
五
副
ど
)
が
ま
さ
に

そ
う
で
あ
る
。『
2
』
は
、
ア
ラ
ブ
人
作
家
は
ア
ラ
ピ

ユ
ダ
ヤ
人
作
家
は
へ
ブ
ラ
イ
語
で
書
い
た
も

の
が
そ
れ
ぞ
れ
翻
訳
・
併
記
さ
れ
て
い
る
。
作
品
は

七
十
編
を
超
え
て
お
り
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
若
手
作
家

/
詩
人
が
関
わ
っ
た
も
の
で
、
か
つ
大
手
の
出
版
社
か

ら
書
籍
と
し
て
出
版
さ
れ
た
例
は
な
か
っ
た
。
プ
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ア
語
で
、

エ
ク
ト
自
体
は
二

O
O八
年
か
ら
は
じ
ま
り
、

ユ
ダ
ヤ

人
の
ベ
ハ
ル
と
タ
マ
ル
・
ヴ
ア
イ
ス
・
ガ
バ
イ
、
ア
ラ

ブ
系
イ
ス
ラ
エ
ル
人
タ
|
メ
ル

・
マ
サ
|
ル
ハ
の
若
手

作
家
三
人
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

ベ
ハ
ル
は
在
米
キ
リ
ス
ト
教
の
メ
デ
ィ
ア
に

「
ヘ
ブ

ラ
イ
語
で
書
く
作
家
の
グ
ル
ー
プ
と
ア
ラ
ビ
ア
語
で
書

く
作
家
の
グ
ル
ー
プ
は
交
わ
ら
ず
に
人
生
を
歩
み
、
交

わ
ら
ず
に
本
を
出
し
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
接
点
を
持
た

な
い
」
と
語
り
、
現
在
の
イ
ス
ラ
エ
ル
社
会
の
閉
鎖
性

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
こ
の

『
2
』
に
ベ
ハ
ル
は

実
験
的
な
詩
(同
一
の
三
言
語
の
詩
〈
へ
、フ
ラ
イ
語
〉〈
ア

ラ
ビ
ア
語
〉〈
ヘ
ブ
ラ
イ
語
と
ア
ラ
ビ
ア
語
の
混
在
〉)

を
載
せ
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
彼
は
、
ア
ラ
ブ
人
と
の
交
流
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
。
あ
る
と
き
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
に

よ
る
土
地
没
収
が
続
く
東
ヱ
ル
サ
レ
ム
の
シ
エ
イ
フ
・

ジ
ャ
ー
ラ
で
の
詩
の
朗
読
会
に
参
加
し
物
議
を
か
も
し

た
。ア

ラ
ブ
人
と
の
活
動
や
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
世
界
を
措

く

一
方
、
ベ

ハ
ル
は
宗
教
的
な
ユ
ダ
ヤ
教
の
世
界
に
も

注
目
す
る
。
お
見
合
い
で
結
ば
れ
た
若
い
ユ
ダ
ヤ
人
の

夫
婦
が
主
人
公
の
長
編

『
ラ
ヘ
ル
と
エ
ゼ
キ
ヱ
ル
』
で



は
、
エ
ル
サ
レ
ム
に
お
け
る
信
仰
に
篤
い
ミ
ズ
ラ
ヒ
ー

ム

(中
東
諸
国
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
人
)
共
同
体
を
作
品
の

舞
台
に
据
え
た
ベ
ハ
ル
は
、
自
身
の
宗
教
観
に
つ
い
て
、

宗
教
派
で
は
な
く
伝
統
派
の
ユ
ダ
ヤ
人
、
世
俗
派
と
宗

教
派
の
中
間
で
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
統
的
な
文
化
を
保
持

し
て
い
る
の
だ
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
伝

統
の
な
か
に
、
豊
穣
な
ア
ラ
ブ
性
が
存
在
し
て
い
る
の

だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
彼
に
と
っ
て
「
ア
ラ
ブ
」
と
「
ユ

なダ
いヤ
o Lー

が
混
在
す
る

'--
と
は
何
り
矛
盾
す
る
も
の
で
は

今
回
紹
介
す
る

『我
が
輩
も
ユ
ダ
ヤ
人
な
り
』
は、

ベ
ハ
ル
が
二

O
O八
年
に
出
版
し
た
同
名
の
短
編
集
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
短
編
集
は
本
作
が
二

O
O五

年
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
日
刊
紙
ハ
ア
レ
ツ
の
短
編
小
説
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
出
版
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
彼
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で
あ
る
。
作
品
自
体
は
ヘ
ブ

ラ
イ
語
の
小
説
で
あ
る
が
、
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
で
表
記
さ

れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
直

訳
す
る
と

「私
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
一
人
で
あ
る
」
と
な
る

が
、
拙
訳
の
タ
イ
ト
ル
は
文
字
と
言
語
の
異
な
る
原
文

の
イ
メ
ー
ジ
を
意
識
し
た
も
の
に
し
た
。

説

短
編
集
の
な
か
で
は
本
編
の
み
へ
ブ
ラ
イ
語
に
続
い

て
同
内
容
の
ア
ラ
ビ
ア
語
の
翻
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
ア
ラ
ビ
ア
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
エ
ジ
プ

ト
の
文
芸
誌
ヒ
ラ
|
ル
に
も
掲
載
さ
れ
た
と
い
う
。

本
作
に
登
場
す
る
の
は
作
者
の
分
身
の
よ
う
な
エ
ル

サ
レ
ム
在
住
の
若
い
イ
ラ
ク
系
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
。
そ

解

の
彼
が
突
然
ア
ラ
ビ
ア
語
靴
り
で
し
か
話
が
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
に
お
と
る
騒
動
と
周
囲
の
困
惑
が
主
人
公

の
独
自
に
よ
り
語
ら
れ
る
。

彼
の
祖
父
母
の
人
生
か
ら
こ
の
物
語
の
着
想
を
得
た

の
だ
と
べ
ハ
ル
は
語
る
。
彼
の
母
方
の
祖
母
は
イ
ラ
ク

の
バ
グ
ダ
ッ
ド
出
身
で
あ
っ
た
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
移

民
し
て
か
ら
は
な
る
べ
く
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
子
供
と
会
話

す
る
よ
う
に
と
周
囲
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ

う
し
た
状
況
に
う
ま
く
対
応
で
き
な
か
っ
た
た
め
か
、

娘
が
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
答
え
て
も
ア
ラ
ビ
ア
語
で
返
答
し

て
い
た
と
い
う
。
最
終
的
に
祖
母
自
身
も
ヘ
ブ
ラ
イ
語

を
習
得
し
た
も
の
の
、
老
い
て
痴
ほ
う
の
症
状
が
悪
化

す
る
に
つ
れ
ヘ
ブ
ラ
イ
語
を
完
全
に
忘
れ
て
し
ま
い
、

亡
く
な
る
ま
で
ア
ラ
ビ
ア
語
で
し
か
話
さ
な
く
な
っ
た

と
い
う
。
祖
父
も
ま
た
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
説
り
の
ラ
デ
イ

|
ノ
方
言
で
話
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

少
し
か
た
ち
を
変
え
て
本
作
に
描
か
れ
て
い
る
。

自
身
の
ミ
ズ
ラ
ヒ

l
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い

て
ベ
ハ
ル
は
こ
う
述
べ
る
、

「
ユ
ダ
ヤ
で
も
あ
り
ア
ラ

ブ
で
も
あ
る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
ア
ラ
ブ
性
が

看
過
さ
れ
て
き
た
、
と
。
そ
こ
で
彼
は
あ
え
て
顔
半
分

が
覆
わ
れ
る
ほ
ど
の
髭
を
生
や
し
、
周
囲
の
人
に
疎
ま

れ
な
が
ら
も
自
分
の
な
か
の
ア
ラ
ブ
性
を
過
剰
に
表
現

す
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
文
学
界
は
、
建
国
後
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
出

身
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
中
心
と
な
っ
て
発
展
し
、
非
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
系
の
出
自
を
持

っ
た
作
家
が
登
場
し
た
の
は

一
九
七

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
以
降
、
イ

ラ
ク
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
人
作
家
ら
に
よ
っ
て
、
ア
ラ
ブ
世

界
の
伝
統
的
な
ユ
ダ
ヤ
入
社
会
が
色
鮮
や
か
に
描
か
れ

は
じ
め
る
。
そ
し
て
現
在
、
彼
ら
非
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
系
ユ

ダ
ヤ
人
の
子
供
た
ち
、

自
身
に
は
移
民
の
経
験
が
な
い

作
家
が
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
伝
統
に
根
付
い
て
い
る
ア
ラ
ブ

性
、
も
し
く
は
東
洋
的
な
要
素
を
作
品
で
表
す
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
文
学
界
の
重
鎮
で
、
父
方

は
ス
ペ
イ
ン
系
、
母
方
は
モ
ロ

ッ
コ
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
A
・

B
-
イ
エ
ホ
シ
ユ
ア
が
、

『
マ
ニ
氏
』
(豆
白
「
玄
白ヨ
ヱ
中

T
E
C
Z
E
'ヨ
叩uE
r
y
阻止
一
九
九

O
年
)
で
自
身
の
家
族

の
ル
ー
ツ
で
あ
る
サ
口
二
力

(テ
ツ
サ
ロ
ニ
キ
)
か
ら

移
民
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
歴
史
を
、
エ
ジ
プ
ト
系
の
出
自

を
持
つ
オ
ル
リ
|
-
力
ス
テ
ル
ブ
ル
ー
ム
は
そ
の
名
も

『
エ
ジ
プ
ト
小
説
』
(言
ム
O

ヨ
g
z
'
E
Zコ
-
E
-
E
E
z

gaヨ
m
J
-
r
E
己
二

O
一
五
年
)
と
い
う
長
編
で
モ

l
ゼ

の
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
エ
ジ
プ
ト
系
ユ
ダ
ヤ
人
二
家

カ
ス
テ
イ
ル
家
の
放
浪
の
歴
史
を
、
そ
れ
ぞ
れ
自
伝
的

要
素
を
交
え
て
描
い
て
い
る
。

し
か
し
、ベ

ハ
ル
ほ
ど
自
身
の
ア
ラ
ブ
性
を
強
調
し
、

作
品
の
な
か
に
多
言
語
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
た
イ
ス

ラ
エ
ル
生
ま
れ
の
ユ
ダ
ヤ
人
作
家
は
ま
れ
で
あ
る
。
力

フ
力
や
ボ
ル
ヘ
ス
の
影
響
を
受
け
、
消
え
ゆ
く
言
語
と

消
え
ゆ
く
文
化
、
失
わ
れ
て
い
く
前
の
世
代
の
記
憶
を
、

亡
霊
の
ご
と
く
現
代
の
物
語
に
描
き
出
す
、
こ
れ
が
ベ

ハ
ル
風
の
伝
統
の
継
承
な
の
で
あ
ろ
う
。
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